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謹・賀・新・年
2024年（令和６年）元旦

▼
近
年
問
題

と
な
っ
て
い

る
「
長
時
間

労
働
」「
非
正

規
雇
用
労
働

者
の
賃
金
格

差
」「
低
い
有
給
休
暇
の

取
得
率
」
と
い
っ
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
働
き

方
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
２
０
１
９

年
に
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

▼
こ
れ
に
よ
り
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
や

労
働
環
境
改
善
な
ど
、
幅

広
い
分
野
が
影
響
を
受
け

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
関
連
法
の
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の

３
点
で
す
。

①�

時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
導
入

②�

年
５
日
の
有
給
休
暇
取

得
が
必
須
に

③�

非
正
規
社
員
の
不
合
理

な
待
遇
差
が
禁
止
に

▼
建
設
業
で
の
働
き
方
改

革
関
連
法
の
施
行
は
、

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理

由
と
し
て
は
、「
長
時
間

労
働
が
常
態
化
し
て
い
る

か
ら
」
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

▼
建
設
業
の
残
業
時
間
は

一
般
企
業
と
比
べ
３
０
０

時
間
、
年
間
出
勤
日
数
も

２
５
１
日
と
多
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

▼
慢
性
的
な
人
手
不
足
解

消
の
た
め
に
も
、
労
働
環

境
の
改
善
が
急
務
で
す
。

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
労
働
生
産
性
が
上
が
れ

ば
、
好
循
環
も
期
待
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

国
の
文
化
審
議
会
が

行
っ
た
文
部
科
学
相
へ
の

答
申
で
、
選
定
保
存
技
術

と
し
て
「
手
縫
藁
床
（
て

ぬ
い
わ
ら
ど
こ
）
製
作
」

が
選
定
さ
れ
、
そ
の
技
術

保
持
者
と
し
て
荒
川
有
三

さ
ん
（
小
野
田
・
72
）
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
保
持

者
認
定
は
全
国
で
62
人
、

山
口
県
内
で
２
人
目
。

　

手
縫
藁
床
の
製
作
は
、

藁
（
わ
ら
）
や
菰
（
こ
も
）

　

昨
年
11
月
３
日
付
で
発

令
さ
れ
た
令
和
５
年
秋
の

褒
章
に
お
い
て
、
荒
木
泰

司
さ
ん
（
下
関
・
60
）
が

黄
綬
（
お
う
じ
ゅ
）
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
さ
ん
は
11
月
13
日

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

東
京
で
行
わ
れ
た
伝
達
式

に
参
加
。
そ
の
後
、皇
居
・

春
秋
の
間
に
移
動
し
て
天

皇
に
拝
謁
。

　
「
通
常
で
は
入
る
こ
と

を
縦
横
交
互
に
何
層
も
重

ね
、
縁
を
縫
い
上
げ
た
後
、

棒
縫
い
や
筋
縫
い
な
ど
の

縫
い
方
で
締
め
込
み
、
最

後
に
周
囲
を
整
え
る
。
手

縫
で
製
作
で
き
る
職
人
は

わ
ず
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
父
の
代
で
途
切
れ
か

け
て
い
た
こ
の
技
術
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
荒
川
さ
ん
。

昭
和
44
年
に
家
業
の
荒
川

の
で
き
な
い
場
所
。
わ
ず

か
な
時
間
な
が
ら
、
貴
重

な
経
験
に
な
っ
た
」
と
荒

木
さ
ん
。

　

建
築
大
工
職
人
と
し
て

45
年
。
令
和
３
年
に
は
現

代
の
名
工
を
受
賞
。
職
人

人
生
を
振
り
返
っ
て
「
今
、

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
と

に
か
く
人
に
対
す
る
感
謝
。

家
も
一
人
で
は
建
て
ら
れ

な
い
。
周
り
の
人
た
ち
の

支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
」。

製
畳
所
に
入
社
。
平
成
25

年
に
は
現
代
の
名
工
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
講
習
会
を
開

催
し
、
後
進
の
育
成
に
も

尽
力
さ
れ
、「
何
人
か
の

後
継
者
は
育
成
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
畳
業
界
全

体
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

道
具
の
針
や
糸
、
材
料
の

イ
グ
サ
も
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
や
は
り
、
技
術

を
残
す
に
は
仕
事
が
あ
る

　
「
出
藍
の
誉
れ
（
青
は

藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青

し
）。
こ
の
言
葉
は
〝
師

匠
よ
り
腕
を
上
げ
た
弟

子
〟
と
〝
師
匠
は
貴
方
よ

り
優
れ
て
い
る
か
ら
貴
方

を
育
て
る
こ
と
が
出
来
た
。

だ
か
ら
師
匠
に
感
謝
し
な

さ
い
〟
と
い
う
二
つ
の
意

味
が
あ
る
。
い
く
ら
腕
が

上
が
っ
た
と
し
て
も
師
匠

を
超
え
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
一
人
前
だ
と
思
っ

こ
と
が
必
要
だ
と
強
く
感

じ
て
い
る
」。

　

選
定
保
存
技
術
の
選

定
・
保
持
者
の
認
定
制
度

と
は
、
文
化
財
の
保
存
の

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
伝
統
的
な
技
術
ま
た

は
技
能
で
保
存
の
措
置
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の

を
選
定
保
存
技
術
と
し
て

選
定
し
、
そ
の
技
を
保
持

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
を

国
が
認
定
す
る
制
度
。

て
い
て
も
、
一
人
前
で
は

な
い
。死
ぬ
ま
で
が
勉
強
」。

　

褒
章
は
、
日
本
の
栄
典

の
一
つ
。
社
会
や
公
共
の

福
祉
・
文
化
な
ど
に
貢
献

し
た
者
を
顕
彰
す
る
た
め
、

天
皇
か
ら
授
与
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
黄
綬
褒
章
は
農

業
、
商
業
、
工
業
な
ど
で

模
範
と
な
る
技
術
や
実
績

を
持
つ
人
に
贈
ら
れ
る
。

昭
和
30
年
制
定
。
綬
（
リ

ボ
ン
）
は
黄
色
。

手縫藁床製作を実演する荒川さん伝達式に出席する荒木さん（於：ホテルニューオータニ東京）

技
術
保
持
者
に
認
定

荒
川
有
三
さん（
畳
工
）
小野田支部

荒
木
泰
司
さん（
大
工
）

黄
綬
褒
章
を
受
章

下関支部
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会
議
か
ら
対
面
会
議
と

な
り
、
仲
間
と
の
話
し

合
い
も
以
前
の
よ
う
に

盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

お
り
ま
す
。

　

建
設
業
に
携
わ
る
人

が
20
数
年
前
に
は

６
８
０
万
人
、
現
在
は
、

４
９
０
万
人
く
ら
い
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
業
界
の
厳
し
い
環

境
が
こ
う
し
た
数
字
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
打
開
の

ひ
と
つ
と
し
て
今
、
組

合
は
１
０
０
万
人
国
会

請
願
署
名
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
建
設
業

の
存
続
と
処
遇
改
善
を

目
指
し
、
衆
議
院
及
び

参
議
院
の
議
員
に
も
賛

同
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
基
盤
で

あ
る
衣
食
住
。
こ
の
住

ま
い
に
我
々
は
深
く
か

か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
後
も
大
切
で

あ
り
続
け
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
社
会
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
上
下

水
道
を
は
じ
め
、
全
国

　

健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類

か
ら
５
類
へ
移
行
し
、

社
会
全
体
の
多
く
の
行

事
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

組
合
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
我
々
の
仲
間
の

職
人
さ
ん
が
汗
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
争
い
、
パ
レ
ス

チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

紛
争
が
続
き
、
多
く
の

一
般
市
民
の
死
亡
報
道

に
は
胸
が
痛
み
ま
す
。

一
刻
も
早
い
終
結
を
、

そ
し
て
平
穏
な
社
会
に

な
っ
て
安
心
し
て
住
め

る
よ
う
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

社
会
的
地
位
の
向
上

と
労
働
条
件
の
改
善
を

軸
と
し
て
全
建
総
連
が

誕
生
し
ま
し
た
。
多
く

の
先
人
の
活
動
に
感
謝

し
て
、
我
々
は
こ
の
運

動
を
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

組
合
活
動
・
運
動
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
、

組
合
員
さ
ん
と
そ
の
ご

家
族
に
と
っ
て
、
素
晴

ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

執行委員長

吉村　修

100 万人 国会請願署名100 万人 国会請願署名

建設業の処遇改善へ建設業の処遇改善へ 年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

各
支
部
で
相
談
会
を
開
催

〜
申
し
込
み
は
お
入
り
の
支
部
へ
〜

　【
税
金
対
策
部
長
　
近

崎
秀
幸
】
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
よ
り
イ
ン
ボ 近崎部長

イ
ス
制
度
の
開
始
や
、
今

年
よ
り
改
正
電
子
帳
簿
保

存
法
の
施
行
な
ど
税
制
の

大
き
な
動
き
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
税
対
部
と
し

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
勉
強
会
を
開
催
し
、
税

制
に
つ
い
て
の
内
容
の
正

確
な
周
知
を
図
り
、
組
合

員
さ
ん
が
不
利
益
を
被
ら

な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

免
税
事
業
者
の
方
が
イ

ン
ボ
イ
ス
取
得
に
よ
り
課

税
事
業
者
と
な
ら
れ
、
今

回
初
め
て
の
消
費
税
申
告
、

納
税
を
行
わ
れ
る
方
が
増

え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

１
月
の
勉
強
会
、
２
月
の

相
談
会
の
機
会
を
ぜ
ひ
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雇
用
者
か
ら
事

業
者
・
一
人
親
方
に
な
ら

れ
た
り
し
て
、
初
め
て
申

告
を
す
る
の
だ
が
や
り
方

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
な

ど
の
相
談
を
よ
く
受
け
ま

す
。
学
習
会
、
相
談
会
の

申
込
時
に
よ
り
細
か
く
対

応
で
き
る
よ
う
、
具
体
的

に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
や
、

初
め
て
の
確
定
申
告
か
ど

う
か
お
聞
か
せ
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
年
の
よ
う
に
、
全
建

総
連
新
聞
税
金
特
集
号
や

所
得
計
算
書
の
ご
活
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
皆
さ
ん

に
必
要
な
情
報
が
満
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
税

知
識
の
収
集
、
申
告
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
組
合
員
さ
ん
の

お
役
に
た
て
る
よ
う
、
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和６年申告相談会

支 部 名 日　程 時　間 場　所

岩　国 ２月 ２日㈮ 10：00～16：00 支部事務所

萩 ２月 ５日㈪ 10：00～16：00 支部事務所

徳　山 ２月 ６日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

阿　東 ２月 ７日㈬ 10：00～12：00 支部事務所

美　祢 ２月 ８日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

下　松 ２月 ９日㈮ 10：00～16：00 中国労金下松支店会議室

宇　部 ２月11･18･25日  9：30～17：00 支部事務所

長　門 ２月13日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

光 ２月14日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

山　口 ２月15日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

小野田 ２月16日㈮ 10：00～16：00 支部事務所

下　関 ２月18日㈰ 10：00～12：00 下関市リサイクルプラザ

熊毛南 ２月19日㈪ 10：00～16：00 支部事務所

柳　井 ２月20日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

防　府 ２月21日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

豊　浦 ２月22日㈭ 16：30～20：00 支部事務所

下　関 ２月25日㈰ 10：00～12：00 下関市リサイクルプラザ

吉　南 ２月27日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

令和６年確定申告学習会

日　程 時　間 対象支部 場　所

１月21日㈰ 13：00～16：00 全支部 下関市立リサイクルプラザ

１月23日㈫ 13：00～16：00 全支部 中国労金下松支店会議室

１月25日㈭ 13：00～16：00 全支部 建設山口本部会館

加入年齢（歳）　積立期間（年）　払 込 金 額　一  時  金
10年確定
年金（月額）

10年保証期間
付 終 身 年 金
（男性月額）

55歳         10        2,400,000   2,472,400     21,600         12,100

55歳         10        1,000,000   1,098,900    【9,600】        【5,400】

年金共済まごころ
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？

①全建総連の組合員のための年金共済制度。
月払・１口5,000円から20口10万円まで（掛
金見直しも可能）。

②掛金は、毎月26日に自動引落。
③月払い加入者は１口10万円単位で「一時払積
増」が可能【年２回】。

④一部引き出し可能。
⑤67歳まで加入ができ、
60～70歳の間で、年金ま
たは一時金での選択。

加入モデルケース加入モデルケース
■月４口（20,000円）で加入した場合

■一時払積増10口（100万円）を積増した場合

※この金額は、2023年現在のものです。将来の受取額をお約束するもの
　ではなく、現在の利回りが続いた場合であり、下回る場合もあります。

徴
特
の
ろ
こ
ご
ま

所属組合または全建総連年金共済事業本部
〒169-8650 東京都新宿区高田馬場２－７－15  TEL 03－3200－6221お問合せ ▼ホームページにアクセス

http://1bb.jp/kyosai/magokoro/

年金共済「まごころ」は、全建総連が
実施する拠出型企業年金保険です。
「まごころ」は、相互扶助の精神に基
づき、公的年金の補完、組合員の在籍
中および老後の生活の安定を図ること
を目的とします。
全建総連の組合員を加入対象としてお
り、スケールメリットを活かした制度
となっています。
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建
設
山
口
「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
に
よ

る
と
、
令
和
５
年
度
の
賃
金
実
態
（
全
職
種
平
均
）
は

事
業
主
の
支
払
い
賃
金
が
３
８
８
円
増
の
１
万
４
８
１

７
円
、
一
人
親
方
の
受
取
賃
金
が
１
７
０
円
増
の
１
万

７
２
２
２
円
、
常
用
・
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取
賃
金

は
、
73
円
増
の
１
万
２
８
９
９
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

人
親
方
と
常
用
・
手
間
請
の
人
の
受
取
賃
金
の
平
均
日

額
（
全
職
種
）
は
１
万
５
４
２
０
円
と
な
り
、
昨
年
と

比
較
す
る
と
、
１
２
３
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
収
枚
数
は
、
１
万
５
４
６
枚
で
、
回
収
率

は
85
・
５
％
。
回
収
枚
数
は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

賃
上
げ
の
有
無

　

賃
上
げ
の
有
無
で
は
、

常
用
・
手
間
請
の
人
に
つ

い
て
は
上
が
っ
た
と
答
え

た
人
は
８
１
５
人
の
21
％
、

変
わ
ら
な
い
が
78
％
、
下

が
っ
た
と
答
え
た
人
が

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
親
方
に
つ
い
て
は
、

上
が
っ
た
と
答
え
た
人
が

５
％
、
変
わ
ら
な
い
が

89
％
、
下
が
っ
た
と
答
え

た
人
が
６
％
。
事
業
主
に

つ
い
て
は
、
上
げ
た
と
答

え
た
人
が
25
％
で
下
げ
た

１
％
、
74
％
が
す
え
お
い

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

年
　
　
　
収

　

年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
・
手

当
て
等
を
含
め
た
総
額
）

の
全
職
種
平
均
額
は
、
一

人
親
方
が
４
６
２
万
円

（
昨
年
４
５
６
万
円
）、
常

用
・
手
間
請
で
働
く
人
が

３
９
１
万
円
（
昨
年
３
８�

　

建
設
山
口
は
、
11
月
２

日
、
山
口
市
「
か
め
福
オ

ン
プ
レ
イ
ス
」
を
会
場
に

令
和
５
年
度
各
支
部
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
建
設
山
口
の

重
点
運
動
と
し
て
、
山
田

書
記
長
が
組
織
数
の
状
況
、

健
診
・
賃
金
単
価
引
き
上

げ
に
向
け
た
取
り
組
み
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て
報
告
・
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
建
総
連
の

小
倉
範
之
・
書
記
次
長
か

ら
「
持
続
可
能
な
建
設
業

功
さ
せ
よ
う
」
と
題
し
た

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

建
設
産
業
に
お
け
る
建

設
技
能
者
等
の
担
い
手
確

保
・
育
成
は
喫
緊
の
課
題

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
関
連
職
種
の
求

人
数
は
増
加
傾
向
も
求
職

者
数
は
減
少
し
て
お
り
、

小
倉
書
記
次
長
か
ら
、「
全

産
業
平
均
に
達
し
て
い
な

い
賃
金
水
準
、
全
産
業
を

上
回
る
労
働
時
間
、
全
産

業
平
均
を
下
回
る
完
全
週

担
い
手
確
保
等
の
施
策
を

確
実
な
も
の
に
す
る
た
め

の
請
願
採
択
。
目
標
の

１
０
０
万
人
国
会
請
願
署

名
に
向
け
て
協
力
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
17
支

部
98
人
。
全
体
で
今
回
の

国
会
請
願
署
名
行
動
に
つ

い
て
、
意
志
統
一
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
３
月
に
か

　

全
建
総
連
１
０
０
万

人
国
会
請
願
署
名
は
全

国
の
各
県
連
・
組
合
が

一
斉
に
取
り
組
む
も
の

け
て
、
建
設
山
口
も
目
標

（
筆
数
）
に
向
か
っ
て
全

支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
す
す
め
ま
す
。

で
す
。
建
設
山
口
の
目
標

（
筆
数
）
は
「
２
万
４
３�

７
４
筆
」
で
、
各
支
部
が

目
標
（
筆
数
）
に
向
け
、

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　

持
続
可
能
な
建
設
業
実

現
に
向
け
た
大
き
な
取
り

組
み
で
す
。
請
願
署
名
の

用
紙
は
各
支
部
に
あ
り
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

５
万
円
）
と
い
う
結
果
に

な
り
、
昨
年
か
ら
微
増
で

は
あ
り
ま
す
が
、
増
え
て

い
ま
す
。

　

一
人
親
方
は
３
０
１
万

円
～
４
０
０
万
円
が
全
体

の
24
％
と
な
り
、
常
用
・

手
間
請
も
３
０
１
万
円
～

４
０
０
万
円
が
全
体
の

34
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
日
の
休
み

　

常
用
・
手
間
請
の
人
を

み
る
と
月
１
回
以
上
土
曜

日
が
休
み
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
全
体
の
半
数
以
上

の
61
％
、
一
人
親
方
は
全

体
の
46
％
。
土
曜
全
休
と

し
て
い
る
一
人
親
方
は

４
８
６
人
、
常
用
・
手
間

請
は
４
６
３
人
と
な
り
ま

し
た
。

　

働
き
方
改
革
の
影
響
も

あ
り
、
土
曜
休
日
は
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
定
福
利
費

　

見
積
書
の
中
に
法
定
福

利
費
を
請
求
し
て
い
る
と

回
答
し
た
事
業
主
は

７
４
２
人
、
請
求
し
て
い

な
い
と
回
答
し
た
方
が

１
２
０
９
人
。
事
業
主
の

38
％
が
法
定
福
利
費
を
請

求
し
て
い
ま
す
。
一
人
親

方
は
健
康
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
を
請
求
し
て

い
る
人
は
１
１
８
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
標
準
見
積
書
で

法
定
福
利
費
を
請
求
し
て

い
る
事
業
所
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
（
国

や
自
治
体
が
公
共
工
事
の

費
用
を
見
積
も
る
際
に
使

う
一
人
前
の
労
働
者
１
人

当
た
り
の
１
日
・
８
時
間

の
労
務
単
価
）
を
10
年
連

続
し
て
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
場
で
働
く

技
能
労
働
者
に
引
き
上

が
っ
た
賃
金
は
全
国
的
に

渡
っ
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
賃
金
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
公
共
工

事
に
携
わ
っ
た
方
は
全
体

で
２
５
４
７
人
（
１
日
も

含
む
）
と
な
り
、
全
体
の

24
％
。
そ
の
う
ち
、
現
場

の
賃
金
は
変
わ
ら
ず
と
回

答
し
た
事
業
主
は
、
４
４�

５
人
（
84
％
）、
一
人
親

方
６
８
０
人
（
89
％
）、

常
用
・
手
間
請
は
９
５
１

人
（
86
％
）。
全
体
で
は

２
０
７
６
人
（
87
％
）
が

不
変
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

10
連
続
し
て
公
共
工
事

の
設
計
労
務
単
価
は
引
き

上
が
り
ま
し
た
が
、
現
場

ま
で
行
き
渡
っ
て
い
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
現
在
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
が
現

場
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

県
下
自
治
体
へ
の
要
請
行

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

一
人
親
方	

４
６
２
万
円

常
用
・
手
間	

３
９
１
万
円

賃金アンケート
令和５年度

単位／円

R３
14,388

16,762

12,732

R４
14,429

17,052

12,826

R５
14,817

17,222

12,899

賃金実態（全職種平均）

10年連続引き上げも

全体で 87％不変と回答全体で 87％不変と回答
―公共工事設計労務単価――公共工事設計労務単価―

〈公共工事単価〉

上がった
10％

下がった
3％

変わらず
87％

持
続
可
能
な
建
設
業  

実
現
に
向
け

全支部一丸となって取り組む（11/2学習会）

国会請願
署名

100万人

目
標
達
成
へ

全
体
で
意
志
統
一

の
実
現
に
向
け
た
１
０
０�

万
人
国
会
請
願
署
名
を
成

休
２
日
制
、高
い
離
職
率
」

等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
処
遇
改
善
、

全建総連
小倉書記次長

国会請願署名

目標は 24,374 筆
〜詳細は各支部へ〜
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組
合
の
運
営
す
る
職
業

訓
練
校
の
詳
細
は
次
の
通

り
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
所
属
の
支
部
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
働
い

て
い
る
方
で
、
技
能
習
得

に
意
欲
の
あ
る
方
。
将
来
、

２
級
建
築
士
、
木
造
建
築

士
、
技
能
士
の
資
格
を
目

指
さ
れ
る
方
。
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、

40
歳
未
満
の
方
で
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
ま
た
は
本

　

建
設
山
口
が
山
口
県
の

認
可
を
受
け
て
設
置
し
て

い
る
山
口
建
設
高
等
職
業

訓
練
校
で
は
、「
木
造
建

築
科
」
の
令
和
６
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
）

■
特
典
／
技
能
照
査
に
合

格
し
た
者
は
２
級
技
能
検

定
（
建
築
大
工
）
の
学
科

試
験
免
除
。
授
業
料
、
教

科
書
、
教
材
無
料
。
交
通

費
の
一
部
、
組
合
員
の
方

は
昼
食
支
給
。

◆
締
め
切
り
／
３
月
中
旬

◆
申
し
込
み
／
建
設
山
口

本
部
ま
た
は
、
各
支
部
に

入
校
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

　

授
業
料
・
教
材
費
等
が

無
料
の
訓
練
校
で
技
能
を

修
得
し
ま
し
ょ
う
。

人
が
「
一
人

親
方
等
の
特

別
加
入
」
の

労
災
保
険
加

入
者
。

■
訓
練
期
間

／
２
年
間

■
訓
練
日
程

／
月
４
～
５

回
（
令
和
６

年
度
入
学
生

は
毎
週
水
曜

令和６年度

訓練生を募集訓練生を募集
山口建設高等職業訓練校

年に１度の技術研修会

若
年
技
術
者
の
確
保

若
年
技
術
者
の
確
保  

育
成
育
成

技術対策部長

𦿷
おぎ

　 祐輔

　

私
は
技
術
対
策
部
長
を

し
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
何
を
し
た
ら
良
い

か
戸
惑
い
な
が
ら
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
を
見
据
え
な
が
ら
、

若
い
人
た
ち
の
た
め
に
何

が
出
来
る
の
か
、
若
い
人

た
ち
は
何
を
望
ん
で
い
る

の
か
、
い
ま
だ
に
試
行
錯

誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 　

私
は
宮
大
工
を
し
て
40

年
近
く
に
な
り
ま
す
。
伝

統
建
築
を
守
る
立
場
で
は

あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
道

具
の
便
利
さ
に
は
正
直
驚

い
て
い
ま
す
。

　

昔
の
大
工
話
を
し
て
い

た
父
が
「
い
く
ら
腕
の
良

い
職
人
で
も
電
動
道
具
に

は
勝
て
な
い
」。
そ
の
言

葉
が
私
の
胸
に
残
っ
て
い

　
「
組
織
の
力
を
結
集
し
、

１
０
０
万
人
国
会
請
願
署

名
を
成
功
さ
せ
、
持
続
可

能
な
建
設
業
を
実
現
し
よ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
全
建
総
連
第
64
回
定

期
大
会
が
10
月
25
～
27
日

の
３
日
間
、
群
馬
県
高
崎

市
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

52
県
連
・
組
合
か
ら

１
３
２
９
人
（
来
賓
・
事

務
局
含
む
）
が
参
加
。
建

設
山
口
か
ら
は
吉
村
委
員

長
を
は
じ
め
、
24
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
中
西
中
央

執
行
委
員
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
勝

野
書
記
長
か
ら
第
63
期
の

経
過
報
告
と
財
政
決
算
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
・
応
答
の
後
、
勝

野
書
記
長
か
ら
第
64
期
の

運
動
方
針
案
と
一
般
会
計

予
算
案
が
提
案
。
運
動
方

針
案
と
し
て
、
20
年
ぶ
り

と
な
る
請
願
採
択
の
成
功

か
ら
関
連
施

策
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
、

建
設
国
保
を

は
じ
め
と
す

る
諸
課
題
へ

の
取
り
組
み

等
が
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、

参
加
者
が
11
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
各
専
門
部
の
運

動
方
針
案
や
組
織
拡
大
、

賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ

等
に
つ
い
て
熱
心
な
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
分
科
会
の
前

進
的
な
意
見
を
受
け
、
第

64
期
の
運
動
方
針
案
と
一

般
会
計
予
算
案
が
大
き
な

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
は
、
建
設

山
口
か
ら
河
嶋
健
司
さ
ん

（
本
部
会
計
監
査
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
全
建
総
連
の
役

員
と
し
て
、
中
央
執
行
委

員
に
吉
村
修
執
行
委
員
長
、

山
田
好
男
書
記
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
・
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
で
全
建
総
連
主
催

「
11
・
17
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央

総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
46
県
連
・

組
合
か
ら
１
８
１
２
人
が

参
加
し
、
建
設
山
口
か
ら

は
吉
村
委
員
長
を
先
頭
に
、

６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
中
西
中
央
執
行
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
。
各
省
庁

へ
の
要
請
団
決
意
表
明
の

あ
と
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
各
政
党
の
代
表
か
ら

激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し

た
。

　

全
建
総
連
の
勝
野
書
記

長
か
ら
基
調
報
告
が
あ
り
、

決
意
表
明
に
続
い
て
大
会

決
議
（
案
）
で
は
「
物
価

上
昇
を
上
回
る
賃
金
・
単

価
の
大
幅
引
き
上
げ
、
来

年
度
予
算
で
の
建
設
国
保

の
現
行
補
助
水
準
確
保
」

等
を
採
択
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
。

東
京
駅
ま
で
デ
モ
行
進
を

行
い
、
建
設
技
能
者
の
処

遇
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
午
前
中

は
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
も
実
施
。

　

要
求
実
現
の
た
め
に
は

予
算
確
保
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
今
年
も
建
設
山
口

は
全
国
の
仲
間
と
団
結
し

て
、
予
算
要
求
運
動
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

ま
す
。
今
の
技
術
も
何
十

年
後
か
に
は
そ
う
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
時
代
の
流
れ

に
乗
ら
な
け
れ
ば
遅
れ
て

し
ま
う
。

　

特
に
、
一
般
住
宅
は

次
々
に
新
し
い
工
法
や
建

築
素
材
な
ど
が
出
回
り
、

そ
れ
に
職
人
は
対
処
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
父
や

私
が
仕
事
を
し
て
い
た
頃

の
こ
と
を
若
い
人
た
ち
に

伝
え
た
り
、
そ
れ
を
押
し

付
け
る
よ
う
に
教
え
て
も

ど
う
な
の
か
疑
問
に
思
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
で
、

私
は
職
業
訓
練
校
の
実
技

指
導
員
も
し
て
い
ま
す
。

生
徒
に
は
申
し
訳
な
く
思

い
な
が
ら
、
昔
か
ら
の
道

具
の
使
い
方
を
教
え
て
い

ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
全
建
総
連

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

へ
選
手
と
埼
玉
へ
行
き
ま

し
た
。
全
国
の
若
者
が
集

ま
り
競
い
合
う
姿
は
頼
も

し
く
見
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
よ

う
な
若
者
が
多
く
育
ち
、

日
本
の
職
人
と
し
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
若

い
人
た
ち
が
こ
れ
か
ら
先
、

職
人
と
し
て
自
分
よ
り
若

い
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
に

教
え
て
い
く
の
か
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　【
宇
部・松
本
新
一
（
大

工
・
50
）】
後
継
者
育
成

を
目
的
と
し
て
、
支
部
で

　【
豊
浦・古
澤
　
章
（
大

工
・
49
）】
将
来
の
技
術

者
確
保
の
た
め
に
は
、
ま

ず
古
く
か
ら
の
慣
習
を
改

め
て
、
し
っ
か
り
と
休
日

木
工
教
室
を
夏
・
秋
に
開

催
し
、
数
多
く
の
親
子
を

目
の
前
に
し
て
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

言
葉
の
使
い
方
、
話
し

方
、
親
が
子
供
を
見
る
感

覚
。
と
き
ど
き
、
私
の
子

供
時
代
や
弟
子
だ
っ
た
時

代
と
何
が
変
わ
っ
た
の
か

考
え
る
。
子
供
時
代
の
親

や
教
員
の
厳
し
く
、
時
に

を
確
保
し
て
あ
げ
る
こ
と

な
ど
、
働
き
方
改
革
が
必

要
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
新
人
の
こ
ろ
か

ら
一
般
企
業
の
新
入
社
員

並
み
の
給
与
水
準
（
21
万

円
程
度
）
が
あ
れ
ば
、
若

い
世
代
に
も
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
え
、
入
職
者
が
増

え
る
業
種
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

大
事
な
の
は
万
が
一
、

仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
て
休

優
し
い
指
導
法
。

　

仕
事
面
で
は
内
容
や
雇

用
形
態
な
ど
に
思
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
職
人
は
必
要
な
存
在

だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

職
人
で
あ
り
、
楽
し
い
現

場
環
境
に
取
り
組
ん
で
い

け
た
ら
と
思
う
次
第
で
す
。

職
し
た
と
き
に
労
災
の
保

証
だ
け
で
な
く
、
労
災
上

乗
せ
保
険
や
従
業
員
向
け

損
害
保
険
の
活
用
な
ど
で
、

休
職
に
対
す
る
不
安
も
解

消
す
る
努
力
が
必
要
だ
と

思
う
。

　

大
工
は
特
に
入
職
の
際

に
、
必
要
な
道
具
類
に
か

な
り
の
費
用
が
か
か
る
の

で
、
会
社
側
が
一
部
で
も

負
担
で
き
る
と
な
お
良
い

と
思
う
。

楽
し
い
現
場
環
境

松本さん

働
き
方
改
革
が
必
要

古澤さん

〈全建総連 第 64 回定期大会〉〈全建総連 第 64 回定期大会〉
持続可能な建設業実現へ持続可能な建設業実現へ

河嶋さん

１日目の全体会議

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を

全国から1812人が参加
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様々な意見を出し合う

将
来
の
後
継
者
育
成
へ

将
来
の
後
継
者
育
成
へ

小
学
校
で
体
験
教
室
開
催

小
学
校
で
体
験
教
室
開
催

　

建
設
山
口
は
、
組
合
の

中
に
あ
る
（
一
社
）
山
口

県
住
宅
建
設
協
会
と
し
て

「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
教
室
の
目
的
は
、

小
学
生
を
対
象
に
住
宅
建

築
材
料
と
し
て
の
木
の
話

や
木
組
み
・
カ
ン
ナ
削
り

体
験
・
丸
太
切
り
体
験
な

ど
を
通
し
て
、
木
材
に
対

す
る
親
し
み
や
木
の
文
化

へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ

と
で
す
。

　

加
え
て
も
の
づ
く
り
の

喜
び
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

将
来
へ
の
後
継
者
育
成
へ

つ
な
げ
る
こ
と
も
取
り
組

む
意
義
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
・
１　

萩
支
部

　【
萩・宮
脇
光
義（
電
工・

71
）】
川
上
小
中
一
貫
校

に
て
校
長
先
生
と
３
度
に

渡
っ
て
打
ち
合
わ
せ
、
３

授
業
時
間
で
実
施
。

　

小
学
校
全
児
童
16
人
が

参
加
。
指
導
員
６
人
の
紹

介
を
終
え
、
山
々
に
囲
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
の
中
に

あ
る
学
校
の
体
育
館
で
授

業
を
始
め
ま
し
た
。

　

目
の
前
に
広
が
る
山
の

木
と
森
と
人
の
関
わ
り
を

手
製
パ
ネ
ル
絵
で
説
明
。

生
徒
が
「
う
ん
う
ん
」
と

う
な
ず
き
な
が
ら
拍
手
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

丸
太
を
自
分
た
ち
の
手

で
切
っ
た
り
、
鉋
か
け
を

し
て
大
工
さ
ん
の
仕
事
を

少
し
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
２
班
に
分
か
れ

て
講
師
が
３
人
ず
つ
補
助

員
と
し
て
つ
い
て
、
１
班

は
ミ
ニ
棟
上
げ
、
も
う
１

班
は
椅
子
の
製
作
を
し
ま

し
た
。
釘
や
金
物
を
使
わ

な
く
て
も
が
っ
し
り
し
た

木
組
み
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
椅
子
の
製
作
に
は
担

任
の
先
生
や
校
長
先
生
も

参
加
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
地
元
の
故
郷
ま

つ
り
で
一
人
一
人
展
示
し

た
そ
う
で
す
。
将
来
、
子

供
た
ち
が
建
築
に
関
わ
っ

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
の
で

す
が
。

11
・
22　

豊
浦
支
部

　【
豊
浦
・
竹
田
義
男
（
電

工
・
46
）】
下
関
市
立
誠

意
小
学
校
の
３
年
生
21
人

参
加
の
も
と
実
施
し
ま
し

た
。

　

指
導
員
14
人
が
木
組

み
・
丸
太
切
り
・
本
立
て

製
作
の
３
班
に
分
か
れ
て

指
導
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

生
徒
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

普
段
の
授
業
で
は
習
わ

な
い
初
め
て
の
経
験
を
目

の
前
に
し
て
、
若
干
興
奮

気
味
の
生
徒
た
ち
で
し
た

が
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に

与
え
ら
れ
た
課
題
を
協
力

し
合
っ
て
、
こ
な
し
て
い

く
姿
は
凛
々
し
く
見
え
ま

し
た
。

　

未
来
の
建
設
業
界
を

担
っ
て
く
れ
る
子
が
一
人

で
も
多
く
現
れ
て
欲
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

昨
年
11
月
６
日
「
美
祢

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
を
会

場
に
第
33
回
教
宣
学
習
会

を
10
支
部
16
人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
機
関
紙
編
集
を
原

田
部
長
と
吉
南
支
部
教
宣

担
当
役
員
で
あ
る
河
嶋
健

司
さ
ん
が
説
明
。

　

参
加
者
に
は
各
自
で
パ

ソ
コ
ン
と
編
集
に
使
用
し

て
い
る
ソ
フ
ト
を
持
参
し

て
も
ら
い
、
編
集
作
業
に

お
け
る
注
意
点
や
写
真
の

ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
機
関
紙

編
集
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
の
操
作
ま
で
、

多
岐
に
わ
た
る
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
写
真
の
撮
り

方
を
山
口
支
部
の
熊
谷
龍

夫
さ
ん
が
全
建
総
連
発
行

の
機
関
紙
活
動
基
礎
資
料

を
も
と
に
説
明
。
様
々
な

方
向
か
ら
写
真
を
撮
る
こ

と
の
重
要
性
な
ど
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
機
関
紙

「
や
ま
ぐ
ち
」
新
年
号
の

編
集
会
議
も
行
わ
れ
、
内

容
の
濃
い
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
・
県
・
市
町
で
は
中
小
企
業
に
対
し

て
様
々
な
助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

建
設
事
業
主
等
に
対
す
る
助
成
金
と
し

て
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
制
度
の
整
備

や
職
場
環
境
の
改
善
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
中
小
建
設
事
業
主
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

人
材
開
発
支
援
助
成
金
、
人
材
確
保
等

支
援
助
成
金
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金

と
い
っ
た
助
成
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
各
自
治
体
で
独
自
の
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
各
自
治
体
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
21
～
22
日
、

第
36
回
主
婦
の
会
県
内
交

流
学
習
会
を
周
南
市
の「
ホ

テ
ル　

サ
ン
ル
ー
ト
徳
山
」

を
会
場
に
６
支
部
27
人
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
永
主
婦
の
会
会
長
、

基
本
組
合
の
役
員
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の

後
、「
自
分

を
知
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
活

か
そ
う
」
と

題
し
た
講
演

を
（
一
社
）

ジ
ャ
パ
ン
ネ

イ
チ
ャ
ー

コ
ー
チ
ン
グ

協
会
理
事
長

　

弘
中
里
佳

氏
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
３
分
散
会
に

分
か
れ
て
「
主
婦
の
会
の

発
展
と
活
性
化
に
向
け
て・

仕
事
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
」

と
「
自
由
討
論
」
の
テ
ー

マ
で
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

翌
日
は
各
分
散
会
報
告

を
行
い
参
加
者
の
大
き
な

拍
手
で
確
認
。
ま
た
、
野

外
研
修
と
し
て
、
周
南
市

に
あ
る
酒
蔵
「
株
式
会
社

は
つ
も
み
ぢ
」
を
見
学
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
充
実

し
た
交
流
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

本立て製作（豊浦）

鉋かけ（萩）

組合の要請書を手渡す
　

建
設
山
口

は
、
運
動
を

前
進
さ
せ
る

た
め
、
４
回

目
と
な
る

「
自
民
党
山

口
県
議
会
議

員
と
の
意
見

交
流
会
」
を

10
月
19
日
、

「
か
め
福
オ

ン
プ
レ
イ

ス
」
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

組
合
運
動

に
必
要
な
要

請
を
実
施
し
、

こ
の
意
見
交

流
の
場
で
、

建
設
山
口
の
取
り
巻
く

厳
し
い
状
況
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。

　

様
々
な
要
請
の
中
で

も
「
特
定
健
診
に
係
る

補
助
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
山
口
県
独
自
の
補

助
制
度
「
山
口
県
建
設

技
能
者
健
康
確
保
推
進

補
助
金
」
を
創
設
頂
き
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
自
民
党
側

か
ら
、
６
名
・
島
田
教

明
氏
、
吉
田
充
宏
氏
、

守
田
宗
治
氏
・
笠
本
俊

也
・
江
本
郁
夫
・
畑
原

勇
太
氏
が
出
席
。
建
設

山
口
か
ら
は
吉
村
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
10
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

山
田
書
記
長
が
４
年

ぶ
り
の
交
流
会
の
お
礼

を
述
べ
、
そ
の
後
、
資

料
に
基
づ
き
建
設
山
口

の
重
点
運
動
を
報
告
。

議
員
の
み
な
さ
ん
は
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
最
後
に
要
請
書
を

手
渡
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
の
様
々
な

運
動
を
前
進
さ
せ
る
に

は
、
行
政
（
議
会
）
の

理
解
は
不
可
欠
で
す
。

今
後
も
諸
要
求
実
現
に

向
け
、
必
要
な
要
請
行

動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

組合運動の前進へ
要請行動に取り組む

主婦の会 発展と活性化発展と活性化
分散会で意見交換分散会で意見交換

全
国
初

　

建
築
大
工
技
能
者
等
検

討
部
会
（
事
務
局
：
全
建

総
連
）
主
催
の
「
若
年
大

工
交
流
会
」
が
11
月
11
日
、

山
口
市
の
㈱

三
和
会
議
室

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流

会
は
、
若
年

技
能
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
試

行
的
に
行
っ

て
い
く
目
的

で
、
全
国
で

初
め
て
山
口
県
で
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

県
内
関
係
４
団
体
（
山

口
県
ビ
ル
ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
西
瀬
戸
ビ
ル

ダ
ー
ズ
サ
ロ
ン
・
山
口
エ

コ
セ
ト
ラ
の
会
・
建
設
山

口
）
が
運
営
に
協
力
。
県

内
の
20
代
の
大
工
職
種
19

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
原
田
佳

道
・
木
造
住
宅
振
興
室
室

長
か
ら
基
調
講
演
を
受
け

た
あ
と
、
各
団
体
の
代
表

が
「
な
ぜ
建
築
大
工
に

な
っ
た
の
か
」
を
演
題
に

ス
ピ
ー
チ
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
い
、「
入
職
・
定

着
促
進
の
課
題
等
」
つ
い

て
、
率
直
な
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
山
口
県
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
県

内
若
年
技
能
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
第

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

20代大工職種19人が参加

若年技能者若年技能者
ネットワーク構築へネットワーク構築へ

機
関
紙
編
集
を
学
習

活用しよう助成金
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

お
け
る
２
割
特
例
は
３

年
間
（
令
和
８
年
分
申

告
ま
で
）
の
経
過
措
置

と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
経
過
措

置
終
了
後
に
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
す
る
場
合
、

そ
の
届
出
に
つ
い
て
も

特
例
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

２
割
特
例
の
適
用
を

受
け
た
課
税
期
間
の
翌

課
税
期
間
中
（
令
和
９

年
12
月
31
日
ま
で
）
に
、

簡
易
課
税
制
度
の
選
択
届
出
書
を
提
出
し
た
と

き
は
、
提
出
日
の
属
す
る
課
税
期
間
か
ら
簡
易

課
税
制
度
を
適
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
条
件
で
課
税
業
者
に
な
っ
た
場
合
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

其
の
九
　
イ
ン
ボ
イ
ス

　
　
　
　
制
度

ぜいたいにっしぜいたいにっし

よ
い
体
力
づ
く
り
に

よ
い
体
力
づ
く
り
に

支
部
バ
ス
旅
行

支
部
バ
ス
旅
行
防府支部

　【
防
府
・
馬
越
直
二
郎

（
電
工
・
51
）】
防
府
支
部

で
は
、
昨
年
11
月
12
日
に

健
康
体
力
づ
く
り
教
室
で

バ
ス
旅
行
を
開
催
。

　

52
名
が
参
加
し
、
２
台

の
バ
ス
で
北
九
州
市
小
倉

に
向
け
８
時
30
分
に
出
発
。

10
時
30
分
に
到
着
し
、
小

倉
城
・
庭
園
を
散
策
。
庭

園
の
紅
葉
に
は
少
し
早

か
っ
た
が
、
小
倉
城
内
は

５
階
ま
で
あ
り
、
見
ど
こ

ろ
も
満
載
。

　

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ

ス
北
九
州
に
て
昼
食
を
と

り
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
歴

史
や
昔
の
便
器
な
ど
展
示

し
て
あ
り
、
時
代
の
流
れ

を
感
じ
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
足
場

組
立
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
後
、

ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
、
お

菓
子
な
ど
の
景
品
で
お
お

盛
り
上
が
り
。
16
時
30
分

防
府
着
に
て
解
散
。

　

組
合
員
同
士
で
親
睦
も

は
か
り
、
結
構
な
距
離
を

歩
き
、
休
日
に
よ
い
体
力

づ
く
り
に
な
っ
た
。

　

建
設
山
口
の
組
織
人
数

は
昨
年
の
11
月
末
現
在
、

表
の
と
お
り
１
万
２
１
２�

４
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
度
初
め
の
４
月
か
ら

み
る
と
加
入
者
６
９
２
人
、

脱
退
者
が
９
０
７
人
で

２
１
５
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
運
動

が
前
進
す
る
こ
と
は
、
組

合
員
さ
ん
の
生
活
を
守
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
を
伝
え
、
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
組
合
に

迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

組合員・家族　あわせて52人が参加

小倉城内撮影スポット

ま
ず
は
ウ
ク
レ
レ

吉
南　

河
口　

陽
子

（
主　

婦
）

　

令
和
６
年
は
「
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
」
を
目
標
に
、

ま
す
ば
ウ
ク
レ
レ
を
や
っ

て
み
ま
す
。

人
間
も
同
じ
だ
な

防
府　

原　

洋
子

（
内
装
）

　

先
日
、
勤
労
感
謝
の
日

に
、
庭
の
満
月
蝋
梅
が
花

芽
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
！

　

本
当
は
１
月
～
２
月
に

か
け
て
付
く
の
で
す
が
、

木
々
た
ち
も
こ
の
気
候
に

戸
惑
い
な
が
ら
、
生
き
て

い
る
の
で
す
ね
。

　

人
間
も
同
じ
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。

中
建
国
保

全支部で目標達成
ハガキ要請行動

　

国
保
組
合
の
補
助
金

確
保
に
お
け
る
「
現
行

水
準
の
確
保
を
求
め
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

全
建
総
連
傘
下
の
全
組

合
員
が
一
斉
に
取
り
組

む
運
動
で
、
夏
と
秋
の

年
２
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を

は
じ
め
と
す
る
補
助
金

確
保
の
運
動
を
続
け
る

の
は
、
次
の
年
の
国
保
組

合
の
安
定
運
営
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に

わ
た
っ
て
私
た
ち
の
国

保
組
合
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

今
回
、
本
部
に
集
め

ら
れ
た
ハ
ガ
キ
は
２
万�

７
７
９
２
枚
に
な
り
、

目
標
と
し
て
い
た
、
全

支
部
で
組
織
人
員
の
２

倍
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
組
合
員
お
よ
び

家
族
の
皆
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
国
保
組
合

を
守
る
た
め
、
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
に
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

健診を受けよう健診を受けよう
自分のため　家族のため自分のため　家族のため

　

令
和
５
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

上
の
家
族
被
保
険
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定

健
診
と
一
般
健
診
に
分
か

れ
ま
す
が
、
健
診
内
容
は

同
じ
で
す
。
健
診
内
容
は
、

①
基
本
健
診
②
胸
部
直
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
③
が
ん

検
診
を
セ
ッ
ト
に
し
て
１�

万
１
０
０
０
円
ま
で
中
建

国
保
で
費
用
負
担
し
ま
す
。

　

中
建
国
保
山
口
県
支
部

は
山
口
県
と
特
定
健
診
へ

の
補
助
制
度
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
１

月
末
ま
で
の
実
績
に
応
じ

て
県
か
ら
補
助
が
出
る
も

の
で
す
。
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
た
め
に
も
早
め
の

受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
を
受
け
て
も
、
元

請
等
が
費
用
負
担
（
個
人

負
担
な
し
）
の
場
合
は
、

中
建
国
保
か
ら
の
補
助
金

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
健

診
結
果
を
持
参
さ
れ
た
場

合
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
を
差

し
上
げ
る
取
り
組
み
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施
率

は
、
健
康
診
査
70
％
、
保

健
指
導
30
％
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

未
受
診
者
に
対
す
る
受

診
勧
奨
は
、
県
下
全
出
張

所
の
日
程
を
案
内
し
て
い

ま
す
。
こ
の
案
内
は
、
希

望
さ
れ
る
受
診
会
場
の
日

程
が
合
わ
な
い
場
合
に
、

受
診
会
場
の
選
択
肢
を
増

や
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

健
診
は
自
分
・
そ
し
て

家
族
の
た
め
で
す
。
年
１

回
の
体
の
総
点
検
と
い
う

意
味
で
も
是
非
、
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 組

織
拡
大
に
ご
協
力
を

支　部 令和５年 11 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 60 -2
岩国 1,797 -22
宇部 1,644 -25
小野田 524 -33
吉南 1,033 -23
下松 1,511 7
熊毛南 225 -5
下関 1,048 -38
徳山 712 -8
豊浦 205 -3
長門 173 -5
萩 182 -8
光 235 -17
防府 946 -28
美祢 158 -5
山口 1,225 -2
柳井 446 2

計 12,124 人 -215
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美祢　杉山　浩二
（大工・51）

親
子
の
夢

杉山さん

　私には、小学３年生の息

子がいます。息子は小さい

頃から、雷や台風が大嫌いで

した。

　少し前まで、毎日テレビで天気予報

をチェックし、雷や大雨、台風のワー

ドが出てくるたびに「川が氾濫するか

もしれない」「雷が落ちるかもしれな

い」「どこに避難したらいいか」と泣

いていました。

　そんな息子が成長し、夏休みの自由研

究に雲の観察を選びました。毎日のよう

に空を見上げ、図鑑を開き、

自分なりに研究していました。

　どこかに出かけた時も、「あの

雲は○○雲よ」と分かりやすく説明し

てくれました。雲を見て明日の天気を予

報することが目標でしたが、達成はでき

ませんでした。が……。

　空を見ることが好きになったようで、

将来は気象予報士になりたいと言いはじ

めました。これからも息子の夢を全力で

応援していこうと思います。

2011年からカフェスタイルに

　【
小
野
田
・
北
村
隆
志

（
看
板
業
・
63
）】
２
０�

１
１
年
に
酒
屋
か
ら
カ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
に
変
わ
り
、

土
曜
夜
ラ
イ
ブ
を
企
画
し

て
食
事
と
お
酒
の
提
供
を

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
大
沢
誉
志
幸

さ
ん
や
池
田
聡
さ
ん
が
出

演
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ

の
ジ
ャ
ン
ル
は
音
楽
・
落

語
・
お
笑
い
等
が
あ
り
、

そ
の
他
に
も
お
酒
の
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
ま
で
は
お

昼
の
営
業
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
年
か
ら
は
週
末

ラ
イ
ブ
企
画
が
あ
る
と
き

は
営
業
し
、
メ
イ
ン
は
貸

し
切
り
ス
タ
イ
ル
に
な
り

ま
す
。

『コミュニティカフェ
wakayama』

住所：山陽小野田市港町8-3
TEL：0836-83-6761
休日：日曜日・祝日
ＨＰ：http://www.cafewkym.com

メ
イ
ン
は
貸
し
切
り
ス
タ
イ
ル

様
々
な
ラ
イ
ブ
を
企
画

　

10
余
名
か
ら
受
付
可
能

で
最
大
20
名
様
ま
で
。
昼・

夜
対
応
で
、
料
理
は
コ
ー

ス
タ
イ
プ
、
ビ
ュ
ッ
ヒ
ェ

タ
イ
プ
、
お
弁
当
タ
イ
プ

が
選
べ
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
・
音
響
完
備
で
、

２
時
間
飲
み
放
題
コ
ー
ス

で
５
５
０
０
円
（
税
込
）

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
焼
カ
レ
ー
は�

種
類
も
多
く
絶
品
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
は
復
活
住
吉
ま

つ
り
の
実
行
委
員
長
で
、

副
実
行
委
員
長
の
私
と
共

に
、
住
吉
ま
つ
り
を
作
る

仲
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

土曜日夜のライブ企画

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
洋
服
←
→
。

③
組
合
の
発
行
す
る
○
○

○
○
「
や
ま
ぐ
ち
」
を

読
も
う
。

⑥
波
が
騒
ぐ
音
。

⑧
似
た
者
。
仲
間
。
○
○

は
友
を
呼
ぶ
。

⑩
親
し
み
を
感
じ
て
い
る

様
子
。
○
○
○
○
な
る

諸
君
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。

⑪
エ
ラ
ー
を
し
て
も
声
を

掛
け
よ
う
。
大
丈
夫
。

⑬
○
○
に
は
じ
ま
り
○
○

に
終
わ
る
。

⑮
損
を
し
て
何
も
残
ら
な

い
。
○
○
も
こ
も
な
い
。

⑯
後
か
ら
加
え
る
。

⑱
話
題
に
な
る
話
。

⑳
５
本
の
内
の
真
ん
中
の

指
。
○
○
指
。

㉒
砂
漠
の
旅
行
に
適
し
て

い
る
動
物
。

㉓
佐
渡
島
は
何
県
？

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
次
回
は
２
０
２
６
年
開

催
。
○
○
○
○
カ
ッ
プ
。

②
鉄
や
竹
で
作
り
、
物
を

差
し
貫
く
棒
。

③
数
え
始
め
る
こ
と
。「
本

日
か
ら
○
○
○
し
て
十

日
目
」。

④
医
療
保
険
の
○
○
○
○

を
阻
止
し
よ
う
。

⑤
ラ
イ
オ
ン
。
○
○
ま
い
。

⑦
布
団
な
ど
を
入
れ
る
襖

の
つ
い
た
戸
棚
。

⑨
そ
れ
ま
で
の
地
位
や
職

を
や
め
、
退
く
こ
と
。

⑫
正
月
に
子
供
が
喜
び
ま

す
。
い
く
ら
か
な
？

⑭
水
田
に
栽
培
。
米
。

⑯
幸
運
。
○
○
が
ま
わ
る
。

⑰
妻
。
ワ
イ
フ
の
呼
び
方
。

⑲
北
海
の
深
い
海
で
と
れ

る
魚
。
う
ろ
こ
が
細
か

く
腹
が
大
き
い
。

㉑
石
川
県
。
昔
は
○
○

百
万
石
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
２
月
６
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
「
や
ま
ぐ
ち

パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
10
人
の
方
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
他
、
あ
な

た
の
仕
事
や
生
活
の
こ
と
、

組
合
へ
の
注
文
な
ど
短
い

文
章
を
書
き
添
え
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。

◇
318
号
解
答
◇

　

ブ
ン
カ
サ
イ

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
浅

田
紀
子
・
黒
木
美
保
【
吉

南
】
田
中
隆
弘
・
田
中
伸

幸
・
橋
本
恵
子
・
藤
村
信

幸
・
松
尾
英
和
【
長
門
】

河
部
旬
展
【
山
口
】
原
田

琢
嗣
・
山
中
修

（
応
募
総
数
20
）

A

C

G

B

F

1

8

11

16

9

23

2

6

17

20

7

10

13

21

3

14

18

4

19

22

15

5

12
E

D

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

作・斉藤達夫

備忘録

電
話
番
号

だ
け
で
は

ど
こ
の

誰
の
か

わ
か
ら
ん
し

一
番
の
心
配
は

こ
の
手
帳
を

ど
こ
か
に

置
き
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と

な
ん
じ
ゃ

そ
れ
じ
ゃ

丸
っ
切
り

お
手
上
げ

だ
よ

も
の
忘
れ
が

多
い
の
で

今
年
か
ら

手
帳
を

活
用
す
る

予
定
や
約
束

忘
れ
な
い
た
め

書
い
て
お
く

わ
け
ね

書
き
方
が
不
備
だ
と

見
直
し
た
時

内
容
が「
？
」っ
て

こ
と
が
あ
る

要
点
重
視
の

メ
モ
に
は

あ
り
が
ち
な

ミ
ス

・
・
・
・
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原田教宣部長（鉄筋工・46）

「変化への適応力を」

岩国・對藤 浩己（保温工・65）
「孫のために

ジィちゃん頑張るぞ‼」

小野田・北村 隆志（看板・63）

「車中泊で安く遊びに行きたい」

阿東・岡　 義智（大工・65）

「安全第一」

宇部・武原 正典（塗装・53）
「息子に良いものを

残せるように！」

吉南・原田 優真（鉄筋工・21）

「安全第一で怪我をしない」

下関・中原　 崇（大工・47）

「安全、健康に！」

下松・井上 浩一（配管・48）

「とにかく　やる‼」

熊毛南・緒方 快明（大工・27）

「安全第一」

徳山・井町 健一（大工・49）

「今年も富士山登頂」

萩・今福 勝彦（大工・38）

「健康第一」

豊浦・内田 孝志（大工・41）
「来年もこの子達世代のために

精進して頑張ります」

長門・東　 俊至（配管・19）

「父と二人三脚でがんばります」

光・河内 信宏（大工・38）
「今年も家族仲良く

健康に過ごしたいです」

美祢・瀧口 好雄（大工・72）

「健康管理を大切に」

柳井・浅原 悠人（土木・21）

「安全第一」

防府・三上 真慶（内装・48）

「昇龍が如く突き進む‼」

山口・村上 康伸（大工・42）
「動画配信で

建設業の良さを広める‼」

　組合員さんから今年の抱負
を届けてもらいました。
　令和 6年はみなさんの前進
の年となりますように。

『新年『新年のの抱負』抱負』

河内シスターズ


